
 

新たに 

令和６年 10 月 15 日 

 岩手南部森林管理署遠野支署  

 

 

岩手県内初となる有害捕獲鳥獣埋設管の設置について 

 

 岩手南部森林管理署遠野支署長、遠野市長及び遠野猟友会長は、生息頭数が増加してい

るニホンジカ等による被害対策に関して、遠野市からの岩手県内初となる「有害捕獲鳥獣

埋設管（以下、大型排水管という。）」を利用した個体残渣処理設備の設置協力への依頼を

受け、現協定に国有林野内に大型排水管の設置の内容を盛り込み、変更締結の上、国有林

内で設置することとしました。 

 

記 

 

１ これまでの取組（経緯） 

  岩手南部森林管理署遠野支署長、遠野市長及び遠野猟友会長の三者が協力体制を構

築して、ニホンジカ等による農業被害及び生態系被害の防止に向け、平成 30 年 10 月

１日付け「ニホンジカ等被害対策協定書」を締結し、「くくりわな」及び「囲いわな」

の貸与による被害防止対策の取組を推進してきました。 

 

２ 大型排水管を利用した残渣処理設備の設置について 

  遠野市では近年、増加するシカ被害に対して岩手県内全体のシカ捕獲数の約２割に

あたる県内最多のシカを捕獲し、捕獲従事者が埋設又は焼却施設への搬入処理を行っ

てきたところです。 

この度、実証実験として岩手県内で初となる大型排水管による残渣処理設備を設置

することにより、捕獲従事者の負担軽減や処理コストが軽減されます。 

当該設備の設置は、遠野市内の民有林４箇所と国有林野内の 1 箇所に設置し、設置

効果等については、今後遠野市と検証を行います。 

 

３ 協定の締結日及び協定期間 

  令和６年９月 12 日から令和７年３月３１日（毎年度自動更新） 

 

４ その他 

  岩手県内のシカ捕獲頭数の推移及び遠野市の広報誌（抜粋）は別紙１のとおりです。 

  また、当支署におけるシカ被害対策等の取組事例は別紙２のとおりです。 

 

 

プレスリリース 

【問い合わせ先】 

支  署  長 加藤 重義 

森林技術指導官 尾留川 修 

電 話 0198-62-2670（代表） 

F A X  0198-62-9628 



別紙１

岩手県初「有害捕獲鳥獣埋設管」を設置しました

※令和５年度の遠野地域のシカ捕獲実績は、 5,751頭で岩手県内最多

の約２割。

 今回、遠野市と連携して国有林内でも「有害捕獲鳥獣埋設
管」１基設置しました。

（資料は岩手県提供）

資料は遠野市から提供



別紙２

遠野市との協定の取組事例
〇「くくりわな」   〇「囲いわな」
平成30年度開始   平成30年度開始

〇「大型排水管」：１基
令和6年度開始

〇林道除雪での狩猟者捕獲支援：約10路線  〇ニホンジカ捕獲応援隊：5基
 平成24年度開始：年約1,000頭捕獲   令和4年度開始:今年度現在8頭捕獲

〇越冬地周辺における捕獲事業   〇植生保護柵の設置：岩手県、三陸北部署合同

 令和2年度開始    平成30年度開始：現在１，５４０ｍ
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